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協

会

活

動

状

況

(
特

別
の
記
載

の
な

い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場

は
事
務
所
に
お
い
て
。

)

●

昭
和
五
十
七
年

三
月
二
十
七
日

(
土

)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
大
山
、
狩
野
、
加

・

藤
、
滝

口
、
長
谷
川
。

議

題

理
事
会
提
出
議
題

の
内
容
に

つ
い
て
協
議

●

三
月
二
十
七
日

(
土

)

第

八
十
六
回
理
事
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
大
山
、
狩
野
、
加

藤
、
滝

口
、
長
谷
川
、
赤
嶋
、
門
村
、
斉
藤
、

新
庄
、
広
井
。

議

題

一
、
五
十
六
年
度
収
支
決
算
に

っ
い
て

二
、
給
与
規
定

の

一
部
改
正
、
就
業
規
定

の
制

定
、
業
務
決
裁
規
定

の
制
定

に

つ
い
て

三
、
理
事
会
推

せ
ん
の
役
員
候
補
者

に
つ
い
て

四
、
新

入
会
員

の
承
認
に

つ
い
て

五
、

そ
の
他

●

四
月
五
日

(
月

)

役
員
改
選

に
と
も
な
う
立
候
補
届
出

の
締
切

日
。
す

で
に
届
出
が
あ

っ
た
十
名

を
も

っ
て
締

切
り
と
な

っ
た
。

●
四
月
十
四
日

「
士
幌
然
別
湖
線
環
境

調
査
」
が
三
年
間
を

要
し
て
終

了
し
た

の
で
、

道
の
道
路
課
が
主
催

し
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
帯
広
土
木
現
業
所
、

道
開
発

コ
ソ
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
、
道
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
関
係
者
が
出
席
し

た
。
当
協
会

か
ら
も
、
八

木
、
石
川
、
辻
井
、
阿
部
、
高
畑
、
川
辺
、
進

藤
、
島

田
の
八
氏
が
出
席

し
た
。

●

四
月
十
六
日

(
金

)

北
洋
相
銀

の
大
塚
社
長
に
監
査
を
依
頼
。

●

四
月
三
十
日

(
金

)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
大
山
、
狩
野
、
長

谷
川
。議

題

・

一
、
総
会
提
出

の
議
題

に
つ
い
て
審
議

二
、
十
四
日
の
件

に

つ
い
て
協
議

(明
日
、
道

の
道
路
課
長
あ

て
要
望
書
を
提
出
す
る

こ
と

に
な

っ
た
)

●

五
月

「
日

(
土
)

道
土
木
部
道
路
課
長
あ
て
要
望
書

(
次
号
に

掲
載
)
を
会

長
が
手
交
す
る
と
と
も

に
、

写

を
帯
広
土
木
現
業
所
、
、道
開
発

コ
ン
サ
ル
タ

　

ソ
ト
株
あ

て
送
付
し
た
。

く

●

五
月
四
日

(
火

)

編
集
委
員
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
辻
井
、

山

口
。

会
誌
第

二
二
号

の
編
集

に
つ
い
て
協
議
。

「
湿
原
特
集
」

と
し
、
道
内

の
み
で
な
く
、
ひ

ろ
く
全

国
的
な
も

の
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
た
。

●

五
月
四
日

(
火

)

故

・
坂
本
直
行
氏

の
お
通
夜
が
南
郷
斉

場

(札
幌
市
)
に
お

い
て
挙
行
。

●

五
月
五
日

(
水

)

故

・
坂
本
直
行
氏

の
告
別
式
が
前
日
の
会
場

に
お

い
て
挙
行
。

●
五
月
六
日

(
木

)

選
挙
管

理
委
員
会

出
席
者

高
畑
、
狩
野
、
福
地
、
浅
井
、
瓢

子
。信
任
投
票

の
開
票

を
行

っ
た
。
総
数

三
五
五

票
、

う
ち
有
効
票
数

三

四
九
票
。

立
候
補
者
と

理
事
会
推
せ
ん
候
補
者

の
総
数
二
十
名

は
全
員

信
任
さ
れ
た
。

●

五
月
八
日

(
土
)

(
財
)

日
本
自
然
保
護
協
会

の
工
藤
父
母
道

氏
を
迎
え
、
本
年
度
実
施
予
定

の
自
然
観
察
指

導
員
講
習
会

の
打
合
せ
を
行

っ
た

(
本
会

よ
り

の
出
席
者

会
長
と
事
務
局
)
。

●
五
月
十
日

(
月

)

自
然
観
察
指
導
員
講
習
会
現
地
打
合
会

中
標
津
町
養
老
牛

に
お
い
て
、
工
藤
父
母
道

氏
と
三
浦

二
郎
氏

(養
老
牛
小
中
学
校
長
)
、

中
標
津
町
と
で
講
習
会

の
進

め
方
に

つ
い
て
協

議
し
た
。

●

五
月
十

二
日

(
水

)

編
集
委
員
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
辻
井
、
山

口
。

会
誌
第
二
二
号

の
執
筆
者

を
選
定
し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
方
に
原
稿
を
依
頼
す

る
こ
と

に
し
た
。

●
五
月
十
五
日

(
土

)

第
八
十
七
回
理
事
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
狩
野
、
滝

口
、
長

谷
川
、

田
尻
、
新
庄
、
山
本

議

題

一
、

五
十
六
年
度
事
業
、
収
支
決
算
報
告

二
、

五
十
七
年
度
事
業
、
収
支
予
算
案

三
、
新
入
会
員

の
承
認

四
、
そ

の
他

●

五
月
十
五
日

《
土

)

通
常
総
会

別
記

の
と
お
り
開
催
さ
れ
た
。

1・



北
海
道
自
然
保
護
協
会

昭

和

五

十

七

年

度

通

常

総

会

昭
和
五
十
七
年
度

の
総
会

は
、

五
月
十
五
日

(
土
)
午
後

三
時

か
ら
札
幌
市
教
育
文
化
会
館

で
開
催
、

五
十
六
年
度

の
事
業

な
ら
び

に
収
支

昭 和56年 度 収 支 決 算 書(56.4.1酌5z3.31)

「般会計t

決
算
報
告
、
五
十

七
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び

に
収
支
予
算

が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 決 算 額 科 目 決 算 額

基本財産運用収入 129,500円 管 理 費 6,170,799円

基本財産禾憶収入 129,500 給 料 手 当 4,014,250

会 費 収 入 4,241,000 福 利 厚 生 費 470,667

個人会 費収入 1,321,000 会 議 費 50,007

団体 会費 収入 2,920,000 旅 費 交 通 費 179,420

事 業 収 入 1,244,750 通 信 運 搬 費 19Z220

一般 事 業 収 入 1,244,750 消 耗 品 費 115,755

寄 付 金収 入 14,750 印 刷 製 本 費 16,000

寄 付 金 収 入 14,750 燃 料 費 158,052

雑 収 入 283,174 光 熱 水 料 費 54,198

受 取 利 息 20,094 賃 借 料 855,120

雑 収 入 263,080 租 税 公 課 14,000

繰 入 金 収 入 3,922,350 諸 会 費 32,500

特別会計繰入金 3,922,350 図 書 資 料 費 10,000

前期繰越収支差額 1,127 支 払 手 数 料 2,450

前期繰越収支差額 1,127 雑 費 1,160

一 般 事 業 費 2,819,089

独自調査事業費 0

繰 入 金 支 出 400,000

積立予金支出 148,000

減価償却積立予金 0

退職給与積立予金 148,000

次期繰越収支差額 298,763

合 計 9,836,651 合 計 9,836,651

な
お
、
本
年

は
役
員
改
選

の
年

で
あ
る
が
、

新
役
員
に

つ
い
て
は
、
高
畑
選
挙
管
理
委
員

長

よ
り
、
信
任
投
票

の
結
果
、
全
員
信
任
さ
れ
た
。

ま
た
、
総
会

に
先
だ
ち

ス
ラ
イ
ド
を
中
心
と

し
た

「
パ
タ
ゴ

ニ
ア
の
自
然
」
と
題
す
る
講
演

が
、
北
大
パ
タ
ゴ

ニ
ア
遠
征
隊
員

の
小
山
正
、

島
津
徹

の
両
氏
に
よ

っ
て

一
時
間
に
わ
た

っ
て

行
わ
.れ
た
。

特別会計2

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 決 算 額 科 目 決 算 額

事 業 収 入

民間会社 調査

受 託 金

雑 収 入
受 取 利 息

円

14,050,000

12,350

事 業 支 出

民 間会社 調査

調 査 費
一般会計繰入金

そ の 他
一般会計繰入金

円

14,050,000

10,140,000

3,910,000

12,350

合 計 14,062,350 合 計 14,062,350

総

会

に

お

け

る

会

長

挨

拶

か

会
長

八

木

健

三

●

当
協
会

の
昨
年
度

の
活
動
を
ふ
り
か
え
り
ま

す
と
、
ま
ず
第

一
に
あ
げ
ら
れ
る

の
が
羊
蹄
山

麓

で
行
わ

れ
た
自
然
観
察
指
導

員
講
習
会
で
、

日
本
自
然
保
護
協
会
と
共
催
し
、
道
、
道
教
育

委
員
会
、
真
狩
村

の
後
援
を
う
け
、
美

し
い
自

然
の
中

で
受
講
生
も
大

い
に
勉
強
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

会
誌
は
さ
ら

に
多
く

の
方

々
に
読

ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
二

一
号
か
ら

「
北
海
道

の
自
然
」

と
改
題
し
、

「
火
山
特
集
号
」

を
編
集
し
ま
し

た
が
、

こ
れ
は
内
容
も
充
実
し
、
成
功
を
収
め

ま
し
た
。

二
二
号

は

「
湿
原
特
集
号
」
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

日
高
横
断
道
路
問
題

に
関
し
て
は
、
十
月

の

国
定
公
園
指
定
を
機
会

に
、
知
事

に
再
考
を
要

望

し
ま
し
た
が
、
道
路
課
長
よ
り
の
回
答
は

「
予
定
通
り
建
設
を
推
進
す
る
」

と
の
こ
と
で
あ

あ
り
、
灰
聞
す
る
と
こ
ろ
で
は

一
九
八
二
年

夏

よ
り
実
測
調
査
、
八
三
年
夏
以
降
着

工
の
予
定

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
、

さ

て
、
唯
今

は

一
九
七
二
年

の

ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
で
の
国
連
人
間
環
境
会
議

一
〇
周
年
を
機

会
に
、
国
連
環
境
計
画
特
別
会
議
が

ア
フ
リ
カ

の
ナ
イ

ロ
ビ
で
開
催
さ
れ
、

一
三
〇

ケ
国

の
代

表
が
集

ま
り
、
地
球
規
模

で
の
環
境
保
護

に
関

す
る
討
論
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
発

展
途
上
国
に
お
け
る
砂
漠
化

の
進
行
、
森
林
破

壊
の
拡
大
な
ど
、
緊
急
を
要
す

る
問
題
が
多
く
、

日
本

の
責
任
も
大
き

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

北
海
道
に
お
い
て
も
、

日
高
横
断
道
路
計

画

を

は
じ
め
、
各
地

の
道
路
計

画
に
よ
る
自

然
環

境
破
壊

の
お
そ
れ

に
対
し
て
は
、
そ

の
防
止
を



昭 和57年 度 収 支 予 算(5z4.1～58.331)

「般会計t

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 予 算 額 科 目 予 算 額

基本財産運用収入 109,300円 管 理 費 6,475,000円

基本財産利息収入 109,300 給 料 手 当 4,079,700

会 費 収 入 4,300,000 福 利 厚 生 費 480,000

個人会費収入 1,350,000 会 議 費 50,000

団体会費収入 2,950,000 旅 費 交 通 費 250,000

事 業 収 入 2,020,000 通 信 運 搬 費 250,000
一般 事 業 収入 2,020,000 消 耗 品 費 115,000

寄 付 金 収 入 30,000 印 刷 製 本 費 20,000

寄 付 金 収 入 30,000 燃 料 費 159,000

雑 収 入 119,937 光 熱 水 料 費 55,000

受 取 利 息 19,937 賃 借 料 916,300

雑 収 入 100,000 租 税 公 課 20,000

繰 入 金 収 入 3,000,000 諸 会 費 32,500

特別会計繰入金 3,000,000 図 書 資 料 費 10,000

前期繰越収支差額 298,763 支 払 手 数 料 2,500

前期繰越収支差額 298,763 雑 費 35,000
一 般 事 業 費 2,539,000

独自調査事業費 100,000

繰 入 金 支 出 300,000

積立預金支出 464,000

減価償却積立預金 316,000

退職給与積立預金 148,000

次期繰越収支差額 0

次期繰越収支差額 0

合 計 9,878,000 合 計 9,878,000

特別会計2

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 予 算 額 科 目 予 算 額

事 業 収 入

民間会 社調査

受 託 金

雑 収 入

受 取 利 息

円

10,000,000

0

事 業 支 出

民 間会社 調査

調 査 費
一般会計繰入金

雑 収 入
一般会計繰入金

円

10,000,000

ZOOO,000

3,000,000

0

合 計 10,000,000 合 計 10,000,000

は
か
ら
な
け
れ
ぽ
な
り
ま

せ
ん
。
士
幌

然
別
湖

線
道

々
に
つ
い
て
は
、
当
協
会
と
し
て
調
査

し

た
結
果
、

「
貴
重

な
動
植
物
保
護

の
上
か
ら
、

東

ヌ
プ
カ
ウ

シ
ヌ
プ
リ
南
麓
、
演
習
場

と
の
境

界
以
外
に
は
道
路

は
考
え
ら
れ

な
い
」
と

の
結

論
に
達

し
ま
し
た
。

ま
た
風
蓮
湖
沿
岸

の
砂
洲

に

「
望
郷

ラ
イ

ン
」

と
称

す
る
道
路
が
ひ
そ
か
に
進

め
ら
れ
て

い
る

よ
う
で
す
が
、

こ
れ
は
砂
洲
や

ア
カ

エ
ゾ

マ
ッ

純
林

の
破
壊

に
と
ど
ま
ら
ず
、
風
蓮
湖

の
鳥

の

楽
園

に
も
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
と
な
る
も

の
で
あ

り
、
そ

の
計
画

の
徹

回
を
希
望
し
ま
す
。

大
雪
縦
貫
道
路
問
題

に

つ
い
て
も
、
こ
れ
が

再
燃

し
な

い
よ
う
に
注
意

し
て
ゆ
く

こ
と
が

必

要
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

最
近
原
子
力
発
電
の
環
境

に
対
す
る
影
響
が

大
き

な
関
心
を
ひ
い
て
い
ま
す
が
、
発
電

は
ま

だ
技
術
的

に
も
問
題
が
多
く
、
環
境
汚
染

に
つ

い
て
も
解
決
す
べ
き
点
が
多

々
あ
り
ま
す
。
当

協
会
と

し
て
は

「
原
発
問
題
」
に
関
す

る
ワ
ー

キ

ソ
グ

・
グ

ル
ー
プ
を

つ
く
り
、
ま
ず
問
題

の

所
在
を
明
か
に
し
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
自
然
環
境
に
関
し
て
種

々
の
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
最
大
の
自
然
破
壊
は
、
戦

争
と
く
に
核
兵
器

に
よ
る
戦
争

で
あ

る
こ
と
は

誰

し
く
異
論
の
な

い
と

こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

現

在
日
本
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
さ
ら
に
米
国

に
も
膨

溝
と
し
て
お
こ

っ
て
い
る
反
核
運
動

は
、
し
の

び
よ
る
核
戦
争

を
防
止
し
よ
う
と
す

る
人
び
と

の
決
意
に
ね
ざ
す
行
動
で
あ
り
ま
す
。

会
を
さ
さ
え
る
も

の
は
会
員

で
あ
り
、
そ
の

会
員
が
増
え

つ
つ
あ

る
こ
と
は
ご
同
慶
に
堪
え

ま
せ
ん
。

こ
と

に
こ
の
た
び
更
科
さ

ん
、
田
上

さ
ん
、
高
倉
さ

ん
を
初
め
北
海
道

の
文
化
人
名

士
多
数
が
ご

入
会

い
た
だ
い
た
こ
と
は
嬉
し
く

思

い
ま
す
。
さ
ら
に
会
員
の
増
加

に
努
力
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
協
会
創
立
以
来
の
会
員
と
し
て
、

ま
た
理
事

と
し
て
自
然
保
護

の
た
め
に
壷
力

し

て
下
さ

っ
た
坂
本
直
行

さ
ん
が
さ
る
五
月
二
日

逝
去
さ
れ
た
こ
と
は
哀

悼
に
堪
え
ま
せ
ん
。

以
上
の
べ
ま
し
た
よ
う
に
当
協
会
と
し
て
は
、

社
団
法
人
と

し
て
順
調
に
発
展

し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
財
政
面

で
は
苦

し
い
面
も
ご
ざ
い
ま
す
。

あ

る
い
は
来
年
度
よ
り
若
干
会
費
を
値

上
げ

せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
節

は
よ
ろ
し
く

ご
協
力
願

い
ま
す
。

本
日
は
風
薫
る
さ
わ
や

か
な
五
月
晴
れ

の
下

に
、
青
葉
若
葉
が
陽

に
輝
や

い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
私
達

の
子
や
孫

に
つ
た

え
て
ゆ
く
よ
う
に
、
と
も
に
努

力
し
て
ま

い
り

た

い
と
存
じ
ま
す
。
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ア

フ

リ

カ

の

サ

バ

ン

ナ

門

村

浩

ア
フ
リ
カ

の
自
然
環
境
に
関
す

る
国
際
共
同

研
究
を

つ
づ
け

て
い
る
が
、
ア

フ
リ
カ
の
サ
バ

ン
ナ
を
通
し
て
、

サ
バ

ン
ナ
と
い
う
も

の
に

つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

サ

ハ
ラ
砂
漠

の
南
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
の
サ
バ

ン
ナ
景
観
が

み
ら
れ
る
。

サ
バ

ン
ナ

の
定
義

は
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
砂
漠

と
森
林

の
中
間
に
み
ら
れ
る
植
生
景
観

を
総
称

し
て
サ
バ

ン
ナ
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

サ
バ

ニ
ゼ
ー
シ

ョ
ン

(
サ
バ

ン
ナ
化
)

は
、

砂
漠
化
ま
で
は
き
び
し
く
な
い
が
、
地
表
面

の

乾
燥
化
現
象

の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
気
候

の
変

動

の
ほ
か
人
間
活
動

の
影
響

に
よ

っ
て
も
起

こ
る
。

ア
フ
リ
カ

で
は
、
森
林

に
対
す
る
人
間
活
動

の

影
響
が
意
外
な
ほ
ど
大
き
く
、

ひ
ど
い
と

こ
ろ

で
は
、
赤
道
森
林

の
限
界
が
自
然
状
態
よ
り
も

二
〇
〇
㎞
も
後
退

し
て
い
る
。
森
林

の
後
退
し

た
跡

に
は
、
河
畔
林
だ
け
が
残

る
サ
バ

ソ
ナ
に

な

っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
。

高
中
緯
度
地
帯

の
氷
河
期

の
寒
冷
期

に
は
、

サ

ハ
ラ
砂
漠
が
南
に
拡
大

し
、
現
在

の
森
林
地

帯

は
乾
燥
し

て
広
く
サ
バ

ン
ナ
化
し
、
逆

に
後

氷
期

の
は
じ
め
に
は
今
よ
り
も
雨
が
多
く
な

っ

て
森
林
が
拡

大
し
た
時
期

の
あ

っ
た
こ
と
が
、

最
近

の
研
究

に
よ
り
は

っ
き
り
し
て
き
た
。

カ

メ
ル
ー

ン
で
み
る
限
り
、

サ
バ

ソ
ナ
地
帯

は
長

い
間

の
過
物
牧
と
火
入
れ

の
繰
り
返
し
で

土
地
が
著

し
く
荒
れ

て
い
る
。
人

口
も
少
な
く
、

農

業

も

ほ

と

ん

ど
行

わ

れ

て

い
な

い
。

と

こ
ろ

が

、

も

っ
と
乾

燥

し

た

ス
テ

ッ
プ

に
行

く

と
、

か
え

っ
て
農

耕

が

さ

か

ん

で
、

水

用
耕

作

や
落

花
生

、

綿

の
栽

培

も
行

わ
れ

て

い
る
。

ゾ

ウ
な

ど

大

型

の
野
生

動

物

の
多

い
と

こ

ろ

は
、

植

生

景

観

的

に

は

サ
バ

ン

ナ
で

は
な

く

ア

カ

シ

ア
な

ど

の
目

立

つ
プ

ッ

シ

ュ
ラ

ン
ド

(
乾

燥

か
ん

木

林

)

で
あ

る
。

東

ア

フ
リ

カ

の
自

然

公

園

は
、

そ

の
よ

う
な

景

観

の
と

こ

ろ

に
あ

る

が

、

ゾ

ウ

な
ど

の
過

集

中

の
た

め

か
、

次
第

に

木

本
が

少

な

く

な

っ
て

お

り
、

草

原

へ
移
行

し

て

い
る

と

こ

ろ
も

あ

る

よ

う
だ
(註

・
前
号

の
原
稿

は
、
事
務
局

な
り
に
先
生

の
講
演

を
要
約
し
た

の
で
、

不
備
の
点
が
多

々
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
明
確
に
す

る
た
め
に
、
先
生
に
書

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
)

。

行直本坂者故物

本
協
会
会
員
、
坂
本
直
行

氏
は
去

る
五
月
二
日
、

ス
イ
臓
ガ

ン
の
た
め

逝
去
さ
れ

た
。

同
氏
は
本
協
会
創
立
以
来

の
会
員

で
、
自
然

の
み
を
師

と
し
て
独
自

の

画
壇
を
開

い
た
山
岳
画
家
と

し
て
会

、
員

の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
人

に
感
動

を
与
え
、

四
十
九
年

に
は
道
文
化
賞

の
栄
に
も
輝

い
た
。

ま
た
、
本
協
会

の
理
事

と
し
て
、

さ
ら
に
最
近
は
参

与
と
し
て
、
本
協

会

の
発
展
に
勉

め
ら
れ

た
。
去
る
五

日
の
告
別
式
に
は
本
協
会
を
代
表
し
、

会
長
が
弔
辞

を
の
べ
ら
れ
た

の
で
、

そ

の
全
文
を
本
号

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
謹

し
ん
で
哀

悼
の
意

を
表
す

る
。

弔

辞

た葉
めに
にそ
、つ

全て
力私
を達
尽は
すま
こす
とま
をす
誓き
いび

北まし
海すさ
道oを
自 加
然 え
保 る
護直情
協行勢
会さの
会ん中

長 。で
さ'
よ北
八 う海
な道
木 らの。自

健 然
を

三 守
り
、

日 いそと し ん一質 反 を 衆で六 る 先し協を お
本直との言十たそを歩学一骨一 う毎には月たさ頭た会通十 さ坂

薯籔蕪 蕪1麟ll装
五 っ方 葉 。に がす一見れ威 イが行与開保道高つ雪ももので生
月ての が お つご員学 さにデで山え墾護自山い縦 にっ中きき
五ゆお 耳 見 い しに旅せ屈 イき岳ら生協然脈 に貫会とにまて

に 舞日く言 にた加行てせオまカれ活会保横そ道員も鍬せ語
あ
り
、

手
の
ぬ

く
も
り
が
ま
だ
残
つ

て
い
る

今
日
、

永
遠
の
お

別
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

に
伺

た
と
き
、

直
行
さ
ん
は
あ
の

大
き
な
手
で
握
手
を
さ
れ
、

コ
八

木
さ
ん
ガ

ζ
ノ、

レ

よ
L

癌数えのいず ロしレたの等護断の路 とよをんり
に々て折た'ギ よンこエと団道計問な くふ 。か
たのいでだ政1う ダとピの体路画題 り理 る け
お愉たし:け治を 。1は ソ共連のをが'解 い る
れしだたると超 の'i催 合計中起 ささ'よ
らいいoな 妥越
れ思てこら協し
'いかのばすた

し出らと'る 全
かははき私 こ世

もつ'ス がと界
私き毎ケ初な的
たる年 ツめくな
ちこスチて常課
のとケの直に題
祈が ツ要行堂で
りあチ締 さ々あ
もり・をんとる
空 まハ教に自L
しせイえお然 と
くんキて目保い
病oン いに護 う
は

次
第
に

重
さ
を
加
え
て

ゆ
き
ま

グたかを特
にだか訴論'いつえに

スたたて立
キののこち
1は はら'

登有一れ直
山難九た行
にい五のさ'こ八でん

直と年 し一
行で日た流
さ ヤ本 。の

全忘 ドでを画止こられ日
収れを'中 がせるに'高
益らユ東核発 しや理自の
をれ1京 と表め'事 然山

あなモですさた「 との々
げいラ開るれ こ大 し美を
てとス催反た と雪てし抽'こにさ対のはの'さ き

ころ交れ運にす 自北をつ
のがえた動対で然海人づ

運あな一にしにを道びけ
動 りが日力'よ 守のとて
のまら高強坂 くる自にご
たす'山 い本ご会然示 ら
めo日 脈支さ存代 をしれ
に 高横援ん知表守てた
充 を断をはのLる こ坂
当 守道与永ととたら本
さ る路え年 こしめれさ
れ 熱をら愛うてにまん
た 弁考れしで道一しは
こ をえまてあ路貫た'

と ふるし来 り建 し 。そ
に るシたたま設て北の

も いンo日 すの力海生"ボ ー高 。反を道活

そ 満ジ九山 対尽 自と
の 堂ウ八脈 運さ然芸
熱 のム○ を 動れ保術
意 聴L年 守 のま護と

う
な
あ
な
た
の

温
容
を

前
に
し
て
い
る
と
、

万
感
こ
も
こ

も
湧
き起

こ

る
の
を

お

知

ら

せ

コ

ー

ナ

ー

◆
北
海
道
自
然
観
察
指
導
員
講
習
会
の
開
催

講 場 期 後 主
師 所 日 援 催
参
加
資
格

募
集
人
員

参
加
費
用

締
め
切

り

申
込
方
法

申
込
先
お
よ
び
問

い
合
わ
せ
先

そ

の
他

(財
)
日
本
自
然
保
護
協
会
、
本
協
会

北
海
道
、
道
教
育
委
員
会
、
中
標
津
町

七
月
三

一
日
～
八
月
二
日

(
二
泊
三
日
)

養
老
牛
青
年

の
家

(
中
標
津
町
)

三
島
次
郎

・
筑
波
大
学
講
師
外

五
名

二
〇
歳
以
上

六
〇
名

(
道
内
五
五
道
外
五
)

一
〇
、
○

○
○
円

(
主
催
協
会
会

員

は
八
、
五
〇
〇
円
)

七
月
二
〇

日

(月
)

返
信
用
封
筒
同
封

の
上
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
、
年
令
、
性
別
、
所
属

団
体
、
主
催
協
会

の
会
員
が
非
会
員

か
、
自
然
観
察
会
な
ど

へ
の
参
加
経

験

の
有
無
を
明
記
し
て
応

募

当
協
会

受
講
終
了
者
に
は

「
自
然
観
察
指
導

員
」

の
ラ
イ

セ
ン
ス
が
交
付
さ
れ
る
。
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